
高度な運転技能の評価方法に関する調査研究（Ⅱ）（平成 4 年度） 
 
安全運転に必要な高度の技能・知識の評価方法は確立されたものがなく、高度な運転技能を評

価するための方法を明らかにすることが当面の急務とされている。そこで、２カ年計画で運転者

の注視点、運転操作、車両挙動等に関する総合的な走行実験を実施し、運転技能レベルによって

差異のある交通場面および計測項目を抽出する観点から解析および分析を行った。第 2 年度は

更に対象道路を拡大し、データ数を増加させた。 
 
① 初心運転者（普通免許取得後１

年以上３年未満）と熟練運転者（普

通免許取得後３年以上）各々16 名

を被験者として、昨年同様、市街

路、山岳道路、高速道路の３つの

コースを設定して走行実験を行っ

た（表）。市街路走行における熟練

運転者と初心運転者の相違点は、

先の交通情報を読む力、潜在危険

性の予知能力、運転する車両の車

幅感覚（特に左側方）、安全余裕の

取り方、速度に応じたハンドル操

作等であり、運転操作・車両挙動

よりも注視行動の方に相違が大き

いと思われる。従って、技能判定

についてはドライバーにアイマー

クレコーダを装着し、様々な道路環境下で実験を行えば、そのドライバーの視覚行動を中心と

した熟練度合いを測定することが可能である。 

表  運転技能レベルによって差異のある交通場面及び計測項目  

② 山岳道路走行で推定される、熟練運転者と初心運転者との相違点は、先の交通状況を早目早

目に読む能力、カーブにあったメリハリのある速度制御、カーブにあったハンドル操作、カー

ブ通過時の安定性である。 
③ 高速道路走行における相違点は、先の交通状況を早目早目に読む能力、潜在的危険性の予測

能力に加え、自分の技量にあった適正な速度の選択、適正な車間距離の選択と維持、追越しに

要する時間（距離）が長いことが推定される。 
④ 今後取り扱うことが望ましい項目は、潜在的危険性に対する予備的行動、運転者の目および 
実験者の後方・側方の状況の映像的記録、車線内での実験車の横方向の位置および向き、変速

機でのギアの位置、運転中の姿勢および必要に応じた姿勢の変更、コンフリクト直前の情報収

集などがあげられる。また、運転技能評価の実用化に向けて必要となる課題は、アイマークレ

コーダに取って替わるべき簡易な注視点記録装置と方法等の開発、運転操作や車両挙動のセン

サー類の低価格化と簡易化、記録・解析・評価システムの低価格化と簡易化などがあげられる。 
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